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 7月16日 ラグビー部OB会 

 7月22/23日 大学ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ 

 7月29日 長崎県支部総会 

 8月06日 フェンシング部OB会 

 8月20日 岡山県支部総会 

 9月02日 緑風会宮城支部総会 

 9月16日 獣医23/24期同期会 

 9月21日 前期学位記授与式 

 9月23日 Home coming Day 

 9月23日 大学周年同期会 

 9月24日 動物愛護フェス 

 9月29日 学園９０周年式典 

 9月30日 高校収穫祭 

10月03日 農経大谷先生囲む会 

10月06日 獣医三愛賞授賞式 

10月22日 創世寮交友会 

10月27日 肉製品同期会 

12月09日 愛知県支部総会 
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同窓会通信－野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

  

酪農学園の現況（2021年度） 
 

〇酪農学園大学（2021.5.1） 

学生数：3,336名 

（大学3,268名、大学院68名） 

教職員：332名（教員178名、職員154名） 

〇とわの森三愛高等学校（2021.5.1） 

生徒数：1,057名 

（全日制：普通科779名、 

 アグリクリエイト科109名） 

（通信制：普通科148名、 

  農食環境学科 21名） 

教職員：69名（教諭56名 職員13名） 

 

入試状況（2021年度入試） 

〇酪農学園大学 

 総定員７００名 入学者数６７１名 

〇とわの森三愛高校 

 総定員３００名 入学者数３５０名 
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２０２２年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １， ７４２名 

 大   学 計   ３３，７５５名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２１，５５６名 

 合 計 計   ６６，５４０名 

 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計 ＊９１，５１７名 

 

   総合計 １５８，３６０名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

 

  ホームカミングデーのご案内 
 

日  時  2023年9月23日（土） 

開  場 13:00 

記念礼拝 13:30～14:00 

記念講演 14:00～15:30 

学校法人酪農学園創立90周年記念講演 

演  題：「侍JAPAN ヘッドコーチに学

ぶ、強い組織の作り方」 

 

※進行により開始時間が変更になる場合があ

ります。 

場  所  黒澤記念講堂 

 

参加方法 会場での参加入場無料（申込不

要）※会場が満席の場合、ご入場できないこ

とがありますので、 あらかじめご了承くだ

さい。 

オンライン（ZOOM）での参加視聴無料

（事前申込必要）申込締め切り 2023年9月

13日（水）※Zoom配信URLは9月20日に

メール送信致します。 

（注）録音・録画・撮影禁止 

定  員   会場のみ500名 

プロフィール 最弱球団から⽇本⼀の球団へ

と返り咲いた北海道⽇本ハムファイターズ、

その裏には⽩井⽒が常勝チーム・ヤンキース

へのコーチ留学を経て、当時の球界では⾮常

識と⾔われる「教えない」「気合いを⼊れな

い」「喝を⼊れない」指導法を⼆軍監督時代

に確⽴し、⼤⾕翔平、中⽥翔、清宮幸太郎な

ど今やスター選⼿も多く集まるようになった

常勝ファイターズの礎を築いた。 

⽵中平蔵⽒に「⽇本⼀のコーチ」と⾔わしめ

た、⽩井⼀幸⽒の圧倒的な成果を⽣み出す講

演・研修は全国各地で好評を得ている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            講演者白井 一幸氏   



同窓会開催報告            

第７巻 第５号（通号７８号） 

  酪小獣東北総会・研究会報告 

  

 新型コロナ感染症の蔓延により、ここ２年ほどはオンライン

にて総会および研究会を実施しておりましたが、本年度は7月

9日に宮城県宮城郡松島町「ホテル松島 大観荘」にて、酪小

獣東北 総会および研究会を対面にて実施いたしました。 

 一昨年度および昨年度は、オンラインにて総会および研究会

は開催しておりましたが、当日は久々に会う同窓生同士で、懇

親会前にも関わらず（！？）盛り上がっておりました。 

 先ず、総会では、江田新寿会長（17期 福島県開業）の挨

拶に始まり、議長の澤谷航一先生（13期青森県開業）の円滑

な議事進行により、滞りなく終了しました。 

 次に、研究会は、華園究准教授を講師としてお招きさせてい

ただき、「見逃さないため X線読影」の演題で講演していた

だきました。日常の診療で当たり前のように撮影していたポジ

ショニングの重要性や読影時の系統立ての重要性、各種疾患時

における正常所見との比較を含めてご教授いただきました。毎

日の診療に役立つ内容で、参加者の質疑応答も多くありまし

た。今年度は合計3回の研究会を予定しており、次回以降の第

2回目、3回目が楽しみです。 

 懇親会は、新型コロナ感染症に十分留意しつつ、久々に集

まった同窓生同士、和気あいあいと楽しい会となりました。一

次会の中締めでは、大江通先生（11期 宮城県開業）の音頭

で「酪農讃歌」を酪小獣東北では3年ぶりに歌い、楽しい時間

を過ごすことができました。 

 今回ご参加いただいた先生も残念ながらご欠席された先生

も、次回も是非ご参加ください！！！（33期 庄子賢）  
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 札幌支部・附属図書館等ミニサロン報告 

 2023年6月23日（金）16:30から、酪農学園大学附属図書

館6階グループ学習室において同窓会札幌支部・酪農学園大学付

属図書館・石川ゼミの共催によるミニサロンが開催されまし

た。 

 今回のミニサロンは、札幌支部の同窓会活動の幅を広げる試

みとして、同窓会準会員である現役学生との交流を模索する中

で実現しました。学生との窓口には、同窓会札幌支部次長で酪

農学園大学准教授の石川志保さんにご協力いただきました。ま

た、酪農学園大学附属図書館は地域に開かれた図書館を目指し

ており、図書課事務課長の川端幸枝さんにご協力いただき、ミ

ニサロンの講師に前図書館長の遠藤大二教授（獣医学類放射線

生物学ユニット）をお迎えしました。 

 はじめに、図書館の川端課長からミニサロンの趣旨を説明し

ていただき（写真1）、続けて講師の遠藤教授に「AIの進化と酪

農」と題して話題提供いただきました（写真2）。話題提供後に

は、下田支部長の進行で意見交換を行いました（写真3）。初め

ての試みであったため、参加者は13名（学生4名、教職員5

名、同窓生4名）と少人数でしたが、話しやすい雰囲気のミニサ

ロンとなりました。 

 テーマが「AI」と難しそうなタイトルでしたが、遠藤先生の

わかりやすい解説で、身近な技術であることが理解できまし

た。意見交換の場では、AIに対する若者（学生）と年配者（同

窓生）との考え方の違いや、AI利用に対する抵抗感の違いが浮

き彫りになりましたが、遠藤先生の解説を聞き、酪農に限らず

様々な日常生活がAIによって便利になるような気がしました。

そのためには、人間がAIを上手に利用する必要があり、積極的

にAIに触れ、理解していくことが重要と感じました。 

 酪農学園同窓会札幌支部では、今後も、時代の変化に対応し

た新たな同窓会活動を模索していきます。（文責 事務局長 

中山）  
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同窓会通信－野幌だより－ 

九州地区酪農学園同窓会総会（理事会）開催報告  

 去る6月25日、福岡市博多区博多駅前3丁目「ウーブル博多

ビル」にて標記総会を開催しました。コロナ禍もやや下火と

なったこの機を捉え、山積する課題を協議、検討の場として

4年振りに開催することが出来ました。当同窓会は会則によ

り、年度当初の理事会は総会を兼ねると規定しており、当日

は九州8県の理事（支部長）のうち、6名（鹿児島、宮崎、大

分、熊本、長崎、福岡）の出席を得、学園本部より、岩野大

学学長、同窓会本部より加藤会長のご来駕のもと開会いたし

ました。 

    会則により、樺木野会長を議長に選任のあと、報告事項と

して、本年5月に開催された本部代議員会の内容、コロナ禍

により、開催結果が報告されていなかった2019年の「全体総

会in長崎」の結果報告がなされ、協議事項では、2019年～

2022年度の事業報告並びに収支決算が承認されました。 

    2023年度の事業計画の中で、延び延びとなっている全体

総会（九州地区では、通常総会とは別に、2年に一度、九州

全体の同窓生及び家族の集いの場として、「全体総会」とし

て各県持ち回りで開催しております）の大分での次回開催が

決定されておりますが、この開催時期について、地元県の準

備等の関係から、2024年夏休み中の開催予定で進めることが

合意されました。 

    会長、副会長の選任については、現会長、副会長の任期は

一年前に終了しており、コロナ禍のなかで特別処置として、

止む無く、業務をこの一年間、継続する形をとっておりまし

たが、2023年度～2025年度の新会長、副会長の選任を議題

として協議し、会長には、現会長の再任が決定されました。 

    総会終了後、出席者全員で懇親会を開催し、盛会裏に本日

の全日程を終了することが出来ました。   

    大学酪農学科１期生(道内在住者)同期会報告 

 ６月３０日、道内在住者「一期の会」を札幌の三川屋会館で

加藤名誉教授を交え開催。昭和３９年卒業ですので今年で巣

立って５９年になります。 

昨年開催した８０歳記念同期会の席で今後は少人数の参加でも

構わないので毎年開催する事に意見が纏まり今回の開催となっ

た。 

 今回は昨年、確認した道内在住者で、以後の開催案内、希望

者２７名にお知らせした。出席者は次記７名、男性平均寿命域

に達し欠席者の中には通院、体調不安等の近況報告が有りまし

たが参加者の面々は至って元気。 

 参加者は和田昭彦（上富良野）、細田治憲（由仁町）、原田

泉（江別）澤田善幸（江別）、黒澤清（札幌）、平田勝美（札

幌）、渡辺郁雄（札幌）の各君。席上で次の３名の方々の執筆

した、自分史と言える本・小冊子、宇都宮賞を受賞した細田治

憲君の「牛飼い人生の回顧」、生涯学習の講師であった宮本正

敏君の「生涯学習と私の人生」、道議、網走市議をしていた小

田部善治君の「政治の道・半世紀」を回覧した。 

 和気藹々、会場側の好意により３０分延長。最後は原田君の

音頭で「酪農讃歌」と渡辺のハーモニカ伴奏で「故郷」を合唱

し、締めは、健康と次回の再会を約束して「エイエイオー三

唱」し散会した。 

 

酪農学園大学は毎年９月に行われる動物愛護フェスティバルinえべつを継続開催するための運営費用を募るため、クラウドファン

ディングを開始いたしました。 

350万円を目標に、8月31日（木）まで支援の募集を行います。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

動物愛護フェスティバルinえべつ｜継続開催を目指すためにご支援を 

https://readyfor.jp/projects/Rakuno_animalfes  

クラウドファンディングとはインターネット上で行う資金調達の仕組みで、公開期間終了までに目標金額が集まらないと1円も受け取

れない仕組みとなっております。 

年々フェスティバルへの来場者数は増え続けており、皆さんに楽しんでいただける一方で、まだ十分な運営が出来ているとは言えま

せん。 

開催時には多くの費用や人手がかかり、設備面を改善するためには今以上の開催費用が必要です。大学、行政からの助成金額をはる

かに超える可能性があり、限られた大学の予算で全て賄うことは困難なため、今回のクラウドファンディングに挑戦いたしました。  



〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 
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 酪農学園大学 

ブランドマークと 

キャッチフレーズ 

第２回「地域環境学科同窓生の集い」開催報告 

 2023年7月1日（土）10時から酪農学園大学構内（同窓

生会館、黒澤記念講堂等）を会場にして、地域環境学科の１

期生から１３期生に恩師を含めた２４名に加え家族も参加し

て行われました。 

 今回も第１回目と同様に白樺祭の開催に合わせて「地域環

境学科同窓生の集い」として実施しました。コロナ禍のため

４年ぶりの開催となりましたが、当日は黒澤記念講堂に集合

し、同窓会館にて、昔、使われていた復元５番教室や中央会

館屋上など普段は開放していない場所を特別に見学すること

出来ました。 

 また、終了後は黒澤記念講堂2階にて座談会を行い、久し

ぶりに会う同窓生や先生方と交友を深めることが出来まし

た。（代表幹事 麻生雄司）  

本学食と健康学類OBの菊池百佳さんが 
  第75回北海道ソフトテニス選手権大会で優勝 
 
 本学食と健康学類OBの菊池百佳さん（管理栄養士コース7期

生）が北海道の最高峰の大会である第75回北海道ソフトテニス選

手権大会一般女子の部において見事優勝いたしました。菊池さん

は管理栄養士としての勤務の傍ら練習を続け、ペアの渡辺杏花さ

ん（とわの森出身）と昨年のとちぎ国体北海道代表に続き快挙と

なりました。 

 11月に東京有明テニスの森公園で開催されます第78回天皇賜

杯・皇后賜杯全日本ソフトテニス選手権大会に北海道代表として

出場いたします。今後の活躍を祈念いたします。 

 

酪農学園同窓会 

 編集後記  

 ７月下旬を迎え、北海道も本格的な夏の到来です。デン

トコーンもすくすく伸び、もうすぐ大人の背丈を超える勢

いです。 

 １８日に酪農学園の新理事長に高島英也氏が就任いたし

ました。元サッポロビールの社長だったとのことです。   

 サッポロビールと言えば、「四日会」というのをご存じ

でしたでしょうか？  

 1895年（明治28年）,に札幌牛乳搾取業組合（申合）

（通称四日会設立）。 札幌付近の酪農家10数名により作

られた北海道初の民間酪農団体で後のサツラク農協・雪印

乳業（株） に発展。 宇都宮仙太郎翁を中心に、毎月４日

に最新の酪農談義や当時官営の札幌ビールからビール粕の

払い下げを受けるために集まり「カレーライス」を食べた

と記録されており、札酪では１月４日に今でも続いている

そうです。 


